
付録 D JavaScript超簡単入門

JavaScript (ECMAScript)の基本をごくごく簡単に説明する。

変数 JavaScriptには型チェックはないので、 というキーワードで変数を宣言する。

var i=0;

演算子 +, -, *, /, %, ++, --, =, +=, ==などの演算子の意味は C言語や Javaとほぼ同じである。+演算
子は文字列の連接にも使用できる。

制御構造 条件判断（if文）,繰返し（while文, for文, do～while文）はほとんど C言語や Java

と同じである。

関数の定義 関数の定義も C言語と良く似ているが、JavaScriptでは戻り値の型を書く必要がないの
で、C言語で関数の戻り値の型を書く部分に、キーワード を用いるところだけが異なる。
また、仮引数の型を宣言する必要もない。return文の書き方も C言語と同じである。

function cube(n) {
return n*n*n;

}

匿名関数 JavaScriptでも無名の関数を定義することができる。JavaScriptでは次のような形を用いる。

function (変数 1, . . . , 変数 n) { 定義 }

つまり、functionというキーワードと括弧の間に関数名がない。
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